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Cisco UCS 6500シリーズファブリックインターコネクト
ハードウェア互換性マトリックス

このセクションでは、Cisco UCS 6500シリーズファブリックインターコネクトと互換性のあ
るハードウェアコンポーネントについて説明します。Cisco UCS-FI-6536にアップグレードす
る前に、互換性のあるすべてのコンポーネントを取得していることを確認してください。

Cisco UCSラックサーバ

表 1 : Cisco 15000シリーズ VICアダプタでサポートされるラックサーバーおよび FEX

15238

（UCSC-M-V5D200G）

15428

UCSC-M-V5Q50G

ラックサーバーの互換

性

FI

C225 M6、C245 M6、
C220 M6、C240 M6

非対応直接接続（40/100G）UCS-FI-6536

非対応C225 M6、C245 M6、
C220 M6、C240 M6

直接接続（4x25Gまた
は 25G QSA28）

非対応C225 M6、C245 M6、
C220 M6、C240 M6

93180YC-FX3（25G
サーバーポート）

非対応C225 M6、C245 M6、
C220 M6、C240 M6

2348 UPQ（10Gサー
バーポート）
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表 2 : Cisco 1400シリーズ VICアダプタでサポートされるラックサーバおよび FEX

1477 -
40G/100G

UCSC-M-

V100-04

1497 -
40G/100G

UCSC-MLOM-

C100-04

1495 -
40G/100G

UCSC-PCIE-

C100-04

1467 -
10G/25G

UCSC-M-

V25-04

1457 -
10G/25G

UCSC-MLOM-

C25Q-04

1455-
10G/25G

UCSC-PCIE-

C25Q-04

ラック

サーバー

の互換性

FI

C225M6、
C245M6、
C220M6、
C240 M6

C220M5、
C240M5、
C480M5、
C480 ML
M5、C125
M5

C220M5、
C240M5、
C480M5、
C480 ML
M5、C125
M5、
S3260 M5

非対応非対応非対応直接接続

（40/100G）
UCS-FI-6536

非対応非対応非対応C225M6、
C245M6、
C220M6、
C240 M6

C220M5、
C240 M5

C225M6、
C245M6、
C220M5、
C240M5、
C480M5、
C480 ML
M5、C125
M5、
S3260 M5

直接接続

（4x25G
または
25G
QSA28）

非対応非対応非対応C225M6、
C245M6、
C220M6、
C240 M6

C220M5、
C240 M5

C225M6、
C245M6、
C220M5、
C240M5、
C480M5、
C480 ML
M5、C125
M5、
S3260 M5

93180YC-FX3
（25G
サーバー

ポート）

非対応非対応非対応C225M6、
C245M6、
C220M6、
C240 M6

C220M5、
C240 M5

C225M6、
C245M6、
C220M5、
C240M5、
C480M5、
C480 ML
M5、C125
M5、
S3260 M5

2348 UPQ
（10G
サーバー

ポート）
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表 3 : Cisco 1300シリーズ VICアダプタでサポートされるラックサーバおよび FEX

1387 - 40G

UCSC-MLOM-C40Q-03

1385 - 40G

UCSC-PCIE-C40Q-03

FEXFI

C220 M5、C240 M5、
C480 M5、C480 ML
M5、C125 M5、C220
M4、C240 M4、C460
M4

C220 M5、C240 M5、
C480 M5、C480 ML
M5、C125 M5、C220
M4、C240 M4、C460
M4

直接接続（40/100G）UCS-FI-6536

非対応非対応ダイレクトアタッチ

（4x25Gまたは 25G
QSA28）

非対応非対応93180YC-FX3（25G
サーバーポート）

C220 M5、C240 M5、
C480 M5、C480 ML
M5、C125 M5、C220
M4、C240 M4、C460
M4

（アダプタでのQSA）

C220 M5、C240 M5、
C480 M5、C480 ML
M5、C125 M5、C220
M4、C240 M4、C460
M4

2348 UPQ（10Gサー
バーポート）

Cisco UCSブレードサーバ

表 4 : Cisco 15000シリーズ VICアダプタでサポートされるブレードサーバーおよび IOM

15411 +ポートエクス
パンダ

UCSB-ML-V5Q10G +
UCSB-MLOM-PT-01

15411

UCSB-ML-V5Q10G

IOMFI

B200 M6B200 M62304V1/V2（40G）UCS-FI-6536

B200 M6B200 M62408（25G）
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表 5 : Cisco 1400シリーズ VICアダプタでサポートされるブレードサーバーおよび IOM

1440 + 1480
+ 1480

1440 + 1480
ポートエ

クスパン

ダ

1440 + 14801480 - 10/40

UCSB-VIC-M84-4P

1440 +ポー
トエクス

パンダ

UCSB-MLOM-40G-04
+
UCSB-MLOM-PT-01

1440 - 10/40

UCSB-MLOM-40G-04

IOMFI

B480 M5B480 M5B200M6、
B200M5、
B480 M5

B200M6、
B200M5、
B480 M5

B200M6、
B200M5、
B480 M5

B200M6、
B200M5、
B480 M5

2304V1/V2
（40G）

UCS-FI-6536

B480 M5B480 M5B200M6、
B200M5、
B480 M5

B200M6、
B200M5、
B480 M5

B200M6、
B200M5、
B480 M5

B200M6、
B200M5、
B480 M5

2408
（25G）

表 6 : Cisco 1300シリーズ VICアダプタでサポートされるブレードサーバーおよび IOM

1340 + 1380
+ 1380

1340 + 1380
+ポート
エクスパ

ンダ

1340 +ポー
トエクス

パンダ -
10G/40G

UCSB-MLOM-

40G-03 +
UCSB-

MLOM-PT-01

1340 + 13801380 - 10/40

UCSB-VIC-

M83-8P

1340 -
10G/40G

UCSB-MLOM-

40G-03

IOMFI

B260M4、
B460M4、
B420M4、
B480M5

B260M4、
B460M4、
B420M4、
B480M5

B200M5、
B480M5、
B200M4、
B260M4、
B460M4、
B420 M4

B200M5、
B480M5、
B200M4、
B260M4、
B460M4、
B420 M4

B200M5、
B480M5、
B200M4、
B260M4、
B460M4、
B420 M4

B200M5、
B480M5、
B200M4、
B260M4、
B460M4、
B420 M4

2304V1/V2
（40G）

UCS-FI-6536

B260M4、
B460M4、
B420M4、
B480M5

B260M4、
B460M4、
B420M4、
B480M5

B200M5、
B480M5、
B200M4、
B260M4、
B460M4、
B420 M4

B200M5、
B480M5、
B200M4、
B260M4、
B460M4、
B420 M4

B200M5、
B480M5、
B200M4、
B260M4、
B460M4、
B420 M4

B200M5、
B480M5、
B200M4、
B260M4、
B460M4、
B420 M4

2408
（25G）
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Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクト
の移行

Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトの移行の考察
事項

Cisco UCS Managerリリース 4.2(3b)以降、Cisco UCS Managerは Cisco UCS 6536ファブリック
インターコネクトに対するサポートが提供されます。Cisco UCS 6300シリーズファブリック
インターコネクトを、Bシリーズサーバー、Cシリーズ、または Sシリーズサーバーを備え
た Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトに移行できます。

Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトから Cisco UCS 6536ファブリックイ
ンターコネクトに移行するには：

• Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトは、Cisco UCSManager 4.2(3b)以
降のリリースである必要があります。

• CiscoUCS 6536ファブリックインターコネクトは、置き換えられるCiscoUCS 6300シリー
ズファブリックインターコネクトと同じインフラストラクチャファームウェアバージョ

ンでロードされる必要があります。

前提条件

Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトから Cisco UCS 6536ファブリックイ
ンターコネクトへの移行を実行する前に、移行を成功させるための次の前提条件が満たされて

いることを確認してください。

•アップグレードを開始する前に、Cisco UCS Manager構成をバックアップし、エクスポー
トします。

• Cisco UCSドメインのインベントリを作成し、サポートされていないハードウェアをすべ
て削除します。

•クラスタフェールオーバーを有効にしてください。

•必要なハードウェアがすべてインストールされるまで、新しい Cisco UCSソフトウェア
バージョンの新しいソフトウェア機能を実装しないでください。

• Cisco UCS 6300シリーズと UCS 6536ファブリックインターコネクト間のソフトウェア機
能と構成を検証します。移行の前に、6300シリーズファブリックインターコネクトが、
6536ファブリックインターコネクトでサポートされる機能のみを持つように再構成され
ていることを確認してください。

これは、移行が失敗する最も一般的な理由の 1つです。（注）
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•移行前に、Cisco UCS 6300シリーズと 6500シリーズファブリックインターコネクトの両
方が同じ UCSMビルド上にあることを確認してください。

•ライセンスをCiscoUCS6300シリーズファブリックインターコネクトからCiscoUCS6500
シリーズファブリックインターコネクトに移転することはできません。

•スタンドアロンインストールでは、ダウンタイムを想定する必要があります。クラスタ構
成内でファブリックインターコネクトを移行すると、トラフィックが1つのファブリック
インターコネクトから別のファブリックインターコネクトにフェールオーバーするとき

に、わずかなトラフィックの中断が発生する可能性があります。移行中に永続的なトラ

フィック損失が発生しないようにするには、移行前に両方のファブリックインターコネク

トの UCSドメインに冗長性があることを確認し、移行を開始する前に冗長性をテストし
ます。

• Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトは、8 Gbps速度を使用する場合、FCアッ
プリンクポートおよび FCストレージポートに IDLEフィルパターンを使用します。

Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトに移行し、FCアップリンクポートまたは
FCストレージポートを 8 Gbps速度で設定する場合は、対応する FCスイッチポートおよ
び直接接続 FCストレージアレイポートでフィルパターンが IDLEとして設定されている
ことを確認します。フィルパターンが IDLEに設定されていない場合、8Gbpsで動作して
いる FCアップリンクポートおよび FCポート動作は errDisabled状態になる、断続的に
SYNCを失う、またはエラーや不良パケットを受信する可能性があります。

Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトは、フィルパターンが IDLEに設定され
ている 8 Gbps直接接続 FC接続（FCアップリンクポートまたは FCストレージポート）
のみをサポートします。この制限は、16 Gbpsおよび 32 Gbpsのファイバーチャネル (FC)
ポートを備えた Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトには適用されません。8
Gbpsでの IDLEフィルパターンをサポートしない直接接続ストレージアレイのCiscoUCS
6536ファブリックインターコネクトに移行する場合は、次のいずれかを実行します。

• Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトと 8 GB FC接続のストレージアレイ
の間に SANスイッチを使用します。

•ストレージアレイを 16 GBまたは 32 GB FC接続にアップグレードします。

• GUIまたは CLIを使用して、最新のファームウェアバンドルがダウンロードおよびアッ
プグレードされていることを確認します。他の方法（ローダープロンプト/構成の消去）
を使用してファームウェアバンドルをアップグレードしようとすると、パッケージバー

ジョンが失われる可能性があります。

•移行する前に、Cisco UCS 6300ファブリックインターコネクトの FC速度が 8Gbpsである
こと、または接続されたスイッチが8Gbpsの速度をサポートしていることを確認します。

CiscoUCS6500ファブリックインターコネクト上のFCポート（拡
張性ポート）スピードを移行後に構成することができます。

（注）
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•異なる IOMモデルに移行すると、プライマリファブリックインターコネクトとセカンダ
リファブリックインターコネクトの IOM間でピア通信の問題が発生する可能性がありま
す。

• FEXとファブリックインターコネクト間のケーブル接続の詳細な記録を作成します。す
でに設定されているサーバのピン接続を保持し、ダウンタイムを最小限に抑えるには、物

理ポートマッピングを維持する必要があります。

•クラスタ設定の場合、両方のファブリックインターコネクトに、ファブリックインター
コネクトと FEX間の対称接続トポロジが必要です。

•同じファブリックインターコネクトに接続されているすべてのアダプタポートで同じ速
度ケーブルを使用します。Cisco UCS VICアダプタポートを 10Gケーブルと 25Gケーブ
ルが混在する状態でCiscoUCS6536ファブリックインターコネクトに接続した場合、UCS
ラックマウントサーバディスカバリが失敗して、ポートが中断状態になる可能性があり

ます。

• CiscoUCS6536ファブリックインターコネクトは、Cシリーズラックサーバーの25/40/100G
直接接続のみをサポートし、10G直接接続は Cシリーズラックサーバーではサポートさ
れていません。Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトは、2348-UPQ FEXでのみ
10Gサーバー接続をサポートします。

• A WWN pool can include only WWNNs or WWPNs in the ranges from 20:00:00:00:00:00:00:00 to
20:FF:00:FF:FF:FF:FF:FF or from 50:00:00:00:00:00:00:00 to 5F:FF:00:FF:FF:FF:FF:FF.その他
のWWN範囲はすべて予約されています。ファイバチャネルトラフィックがUCSインフ
ラストラクチャを介して送信されると、送信元WWPNはMACアドレスに変換されます。
送信元マルチキャストMACアドレスに変換可能なWWPNプールを使用することはでき
ません。SANファブリックでCiscoUCSWWNNとWWPNを確実に一意にするには、プー
ルのすべてのブロックに 20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用するこ
とをお勧めします。

•移行する従属 Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトのファイバチャネ
ルポートを構成解除し、CiscoUCS6536ファブリックインターコネクトで再構成します。

推奨事項

移行を成功させるためのベストプラクティスは次のとおりです。

•移行中の中断を最小限に抑えるために、移行前に、両方の 6300シリーズファブリックイ
ンターコネクトで、UCSドメイン内のサーバーからのイーサネットおよび FCトラフィッ
クに冗長性があることを確認してください。

•サーバやアップリンク接続の数などのトポロジの変更は、ファブリックインターコネクト
の移行の完了後に行う必要があります。

•ファブリックインターコネクトの移行中に、クラスタ IDが変更されていないことを確認
してください。

•移行中は、ファブリックインターコネクト間のイメージの同期が許可されません。これ
は、互換性のないイメージが同期されるのを避けるためです。移行が完了したら、再度B
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シリーズ、Cシリーズおよび Sシリーズサーバーソフトウェアバンドルをダウンロード
することが必要です。

•移行中に、Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトの予約済み VLAN範囲である
3915～ 4042の範囲に VLANが作成されないようにしてください。

• Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトは、シャーシディスカバリでポートチャ
ネルモードのみをサポートします。したがって、Cisco UCS 6300シリーズファブリック
インターコネクトのシャーシ/FEXディスカバリポリシーをポートチャネルに変更し、
Cisco UCS 5108シャーシをすぐに再確認します。

シャーシがすぐに再確認されないと、移行が失敗する可能性があ

ります。

（注）

アップグレード前の Cisco UCS 6536の機能構成の検証

Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトは、Cisco UCS 6300ファブリックインターコ
ネクトで許可されていた一部のソフトウェア機能をサポートしていません。これらの機能の一

部は、今後のソフトウェアリリースで利用可能になります。

表 7 :アップグレード前に特別な注意が必要な機能

修復機能

Cisco UCS 6536ファブリックインターコネク
トのライセンスは、前世代のファブリックイ

ンターコネクトのようなポートベースのライ

センスではありません。

すべてのポートは Cisco UCS 6536ファブリッ
クインターコネクトの周辺ライセンスを通じ

て有効になり、ライセンスのインストールは

必要ありません。

ライセンス管理

I/Oモジュール（IOM）へのポートチャネルを
選択します。

シャーシおよびファブリックエクステンダの

I/Oポートチャネル

LANのサービス品質（QoS）システムクラス
でマルチキャスト最適化が有効になっていな

いことを確認します。

マルチキャストの最適化

イーサネット転送モードが End Host Mode
Onlyに設定されていることを確認します。

イーサネットのファブリック転送モード
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修復機能

ファイバチャネル転送モードがホストモード

を終了または、FCスイッチングモードに設
定されていることを確認します。

ファイバチャネルのファブリック転送モード

NetFlowの構成を解除します。Cisco NetFlow

MACセキュリティの [許可]を選択します。MACセキュリティ

ポートプロファイルとCiscoUCSManagerESXi
または SCVMM関連の構成を削除します。

VM-FEX

vNICプロファイルのダイナミック vNIC接続
ポリシーを [未設定]にセットします。

ダイナミック vNIC接続ポリシー

受信（RX）方向のみを使用します。インス
トーラは SPANを RX方向に変更し、この設
定が変更されていることを示すアラートを送

信します。

Cisco Switched Port Analyzer（SPAN;スイッチ
ドポートアナライザ）

これらの修正手順に従わないと、移行プロセス中に移行警告アラートが表示され、ファブリッ

クインターコネクトが同期できなくなります。

UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトからUCS 6536シリー
ズファブリックインターコネクトへの移行

Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトには、Cisco UCS 6332および Cisco
UCS 6332-16UPが含まれます。Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトから
Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトに移行できます。

Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトは、シャーシディスカバリでポートチャネル
モードのみをサポートします。シャーシまたは FEXディスカバリポリシーをポートチャネル
に変更する場合は、移行を進める前にシャーシを再確認する必要があります。

Cisco UCS Managerでシャーシを確認するには、次の手順を実行します。

1. Cisco UCS Managerのナビゲーショペインで [機器（Equipment）]をクリックします。

2. [機器]ノードをクリックします。

3. [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

4. [Global Policies]サブタブをクリックします。

5. [Chassis/FEX Discovery Policy]エリアで、[グループ化基本設定のリンク（Link Grouping
Preference）]フィールドを [ポートチャネル（Port Channel）]に設定します。

6. [機器（Equipment）]> [シャーシ（Chassis）]を展開し、確認するシャーシを選択します。

Cisco UCS 6500シリーズファブリックインターコネクトへの移行
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7. [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

8. [Actions]領域の [Acknowledge Chassis]をクリックします。

Cisco UCS Managerの特定の構成手順を実行する方法の詳細については、に該当する『Cisco
UCS Manager構成ガイド』を参照してください。

（注）

ステップ 1 このトラフィックをプライマリファブリックインターコネクトに移動します。これは、ファブリックの

退避とアップリンクの無効化の 2つの方法で実行できます。次のフローチャートを使用して、CiscoUCS
ドメインサーバーと接続に基づいて 2つのいずれかを選択します。

直接接続されたラックサーバーの場合、アップリンクの無効化のみがサポートされます。（注）

ステップ 2 すべてのトラフィックがプライマリファブリックインターコネクト上をフェールオーバーしていること

を確認します。従属ファブリックインターコネクト上のすべてのサーバーまたはファイバチャンネル

ポートの構成を解除します。

詳細については、『Cisco UCSManager FirmwareManagement Guide』の「ガイドラインと前提
条件」の章にある「ファブリックインターコネクトトラフィックの退避」セクションを参照

してください。

（注）

ステップ 3 古い従属ファブリックインターコネクトの電源を切り、電源ケーブルと L1/L2ケーブルを外します。

サーバーホストへの KVMセッションを使用して移行をモニタしている場合は、セカンダリファブリッ
クインターコネクトを電源オフにしたときに KVMセッションの再接続が必要になることがあります。

ステップ 4 交換用の Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトを同じラックまたは隣接するラックにマウント
します。

ベストプラクティスとして、ケーブルにラベルを付ける必要があります。（注）

Cisco UCS 6500シリーズファブリックインターコネクトへの移行
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ステップ 5 ポートマッピング計画に従って、L1/L2ケーブルとサーバーポートを接続します。

ステップ 6 新しいファブリックインターコネクトの電源を入れます。正しく接続されている場合、新しい従属ファ

ブリックインターコネクトは、既存のクラスタに追加されていることを検出します。

ステップ 7 新しい従属ファブリックインターコネクトの IPアドレス情報を入力します。

ステップ 8 6500シリーズファブリックインターコネクトのユニファイドポートは、6300シリーズファブリックイ
ンターコネクトのユニファイドポートの順序とは異なります。

•イーサネットポートからファイバチャネルポートへ変換する場合リブートが必要です。
ファイバチャネルポートは、4つ（ブレークアウトポート）のブロックへ変換されま
す。

• FCアップリンクポートの構成または、FCストレージポートから FCアップリンクポー

トへ変換についての詳しい情報は、『Cisco UCS Managerネットワーク管理ガイド』の
「ローカルエリアネットワーク（LAN）ポートとポートチャネル」章を参照します。

（注）

ステップ 9 従属 Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトは、プライマリ UCS 6200シリーズファブリック
インターコネクトの構成およびデータベース/状態情報を自動的に同期します。

プライマリファブリックインターコネクトと従属ファブリックインターコネクト間の同期には数分かか

ることがあります。エラーメッセージが表示され、サーバポートが有効になるまでそれが持続する可能

性があります。

ポート構成は、従属ファブリックインターコネクトから新しいファブリックインターコネクトにコピー

されます。

移行中に別の IOMまたは FEXに交換する場合は、ステップ 11にスキップします。ファブ
リックインターコネクトでサポートされる IOMまたは FEXの互換性マトリックスの詳細に
ついては、Cisco UCSファブリックインターコネクトのポートを参照してください。

（注）

ステップ 10 手順 2で構成解除されたサーバーポートとファイバチャンネルポートを再構成します。

a) ポートマッピングを変更した場合は、従属ファブリックインターコネクトに接続された IOM、FEX、
または直接接続ラックサーバの再認識が必要になる場合があります。

b) イーサネットポートを確認し、必要に応じてサーバーポートとして再構成できます。
c) 手順 12にスキップして、データパスを確認します。

ステップ 11 新しい IOMまたはFEXを取り外して交換し、サーバーポートを再構成するために次の手順を行います。

a) 下位ファブリックインターコネクトに接続された既存の IOMを除去し、Cisco UCS 6536ファブリッ
クインターコネクトのサポートされた IOMと交換します。

b) ケーブルコネクションに必要な変更が必要かを検証します。

詳細については、Cisco UCS 6500シリーズファブリックインターコネクトハードウェア
互換性マトリックス（1ページ）を参照してください。

（注）

c) 同じポートマッピングを保つために新しい IOMを再構成します。このポートマッピングは、保存さ
れていない場合、サーバーポートを適切に構成します。

d) 下位ファブリックインターコネクトに接続されている IOMを再認識します。

Cisco UCS 6500シリーズファブリックインターコネクトへの移行
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ステップ 12 データパスの準備ができていることを確認します。

詳細については、『Cisco UCSManager FirmwareManagement Guide』の「ガイドラインと前提条件」の章
にある「ダイナミック vNICが稼働中であることの確認」セクションを参照してください。

次の手順に進む前に、すべてのエラーを必ず解決してください。

a) 関連付けられたサービスプロファイルでファイバチャネルポートの SANピングループを確認し、
必要に応じて再構成します。

b) 関連付けられたサービスプロファイルでイーサネットポートのローカルエリアネットワーク（LAN）
ピングループを確認し、必要に応じて再設定します。

c) アップリンクイーサネットポートのポートチャネルを確認し、必要に応じて再設定します。

ステップ 13 トラフィックを新しい従属ファブリックインターコネクトに戻します。ファブリック退避方式を使用し

た場合は、ファブリック退避の選択を解除します。アップリンク（イーサネットおよびファイバチャネ

ル）を無効にした場合は、アップリンクを再度有効にします。新しい従属ファブリックインターコネク

トでトラフィックが正しく流れていることを確認します。

ステップ 14 トラフィックが従属ファブリックインターコネクト上でフローしていることを確認した後で、次のコマ

ンドを使用して従属ファブリックインターコネクトをプライマリに昇格させます。

• UCS-A #connect local-mgmt：このコマンドは、クラスタのローカル管理者インターフェイスに接続
します。

• UCS-A (local-mgmt) #cluster{lead {a|b}} or UCS-A (local-mgmt) #cluster{force primary{a|b}}：cluster lead
コマンドと cluster force primaryコマンドは、ファブリックインターコネクトの促進に使用できる 2
つの別々のコマンドです。

プライマリファブリックインターコネクトが Cisco UCS 6536ファブリックインターコネク
トであることを確認します。

（注）

ステップ 15 2番目の新しいファブリックインターコネクトを最初のファブリックインターコネクトと同じようにケー
ブル接続し、他のファブリックインターコネクトの交換の手順を繰り返して、移行を完了します。

Cisco UCS 6200シリーズファブリックインターコネクト
の移行

Cisco UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトの移行の考察
事項

Cisco UCS Managerリリース 4.2(3b)以降、Cisco UCS Managerは Cisco UCS 6536ファブリック
インターコネクトに対するサポートが提供されます。Cisco UCS 6200シリーズファブリック
インターコネクトを、Bシリーズサーバー、Cシリーズ、または Sシリーズサーバーを備え
た Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトに移行できます。

Cisco UCS 6500シリーズファブリックインターコネクトへの移行
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Cisco UCS 6200シリーズファブリックコネクタを Cisco UCS 6536ファブリックインターコネ
クトに接続するには：

• Cisco UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトは、Cisco UCSManager 4.2(3b)以
降のリリースで動作している必要があります。

• CiscoUCS 6536ファブリックインターコネクトは、置き換えられるCiscoUCS 6200シリー
ズファブリックインターコネクトと同じインフラストラクチャファームウェアバージョ

ンでロードされる必要があります。

前提条件

Cisco UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトから Cisco UCS 6536ファブリックイ
ンターコネクトへの移行を実行する前に、移行を成功させるために次の前提条件が満たされて

いることを確認してください。

•アップグレードを開始する前に、Cisco UCS Manager構成をバックアップし、エクスポー
トします。

• Cisco UCSドメインのインベントリを作成し、サポートされていないハードウェアをすべ
て削除します。

•クラスタフェールオーバーを有効にしてください。

•必要なハードウェアがすべてインストールされるまで、新しいシスコ UCSソフトウェア
バージョンから新しいソフトウェア機能を実装しないでください。

• Cisco UCS 6200シリーズと UCS 6536ファブリックインターコネクト間のソフトウェア機
能と構成を検証します。移行の前に、6200シリーズファブリックインターコネクトが、
6536ファブリックインターコネクトでサポートされる機能のみを持つように再構成され
ていることを確認してください。

これは、移行が失敗する最も一般的な理由の 1つです。（注）

•移行前に、Cisco UCS 6200シリーズと 6500シリーズファブリックインターコネクトの両
方が同じ UCSMビルド上にあることを確認してください。

•ライセンスをCiscoUCS6200シリーズファブリックインターコネクトからCiscoUCS6500
シリーズファブリックインターコネクトに移転することはできません。

•スタンドアロンインストールでは、ダウンタイムを想定する必要があります。クラスタ構
成内でファブリックインターコネクトを移行すると、トラフィックが1つのファブリック
インターコネクトから別のファブリックインターコネクトにフェールオーバーするとき

に、わずかなトラフィックの中断が発生する可能性があります。移行中に永続的なトラ

フィック損失が発生しないようにするには、移行前に両方のファブリックインターコネク

トの UCSドメインに冗長性があることを確認し、移行を開始する前に冗長性をテストし
ます。

Cisco UCS 6500シリーズファブリックインターコネクトへの移行
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• Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトは、8 Gbps速度を使用する場合、FCアッ
プリンクポートおよび FCストレージポートに IDLEフィルパターンを使用します。

Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトに移行し、FCアップリンクポートまたは
FCストレージポートを 8 Gbps速度で設定する場合は、対応する FCスイッチポートおよ
び直接接続 FCストレージアレイポートでフィルパターンが IDLEとして設定されている
ことを確認します。フィルパターンが IDLEに設定されていない場合、8Gbpsで動作して
いる FCアップリンクポートおよび FCポート動作は errDisabled状態になる、断続的に
SYNCを失う、またはエラーや不良パケットを受信する可能性があります。

Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトは、フィルパターンが IDLEに設定され
ている 8 Gbps直接接続 FC接続（FCアップリンクポートまたは FCストレージポート）
のみをサポートします。この制限は、16 Gbpsおよび 32 Gbpsのファイバーチャネル (FC)
ポートを備えた Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトには適用されません。8
Gbpsでの IDLEフィルパターンをサポートしない直接接続ストレージアレイのCiscoUCS
6536ファブリックインターコネクトに移行する場合は、次のいずれかを実行します。

• Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトと 8 GB FC接続のストレージアレイ
の間に SANスイッチを使用します。

•ストレージアレイを 16 GBまたは 32 GB FC接続にアップグレードします。

• GUIまたは CLIを使用して、最新のファームウェアバンドルがダウンロードおよびアッ
プグレードされていることを確認します。他の方法（ローダープロンプト/構成の消去）
を使用してファームウェアバンドルをアップグレードしようとすると、パッケージバー

ジョンが失われる可能性があります。

•移行する前に、Cisco UCS 6200ファブリックインターコネクトの FC速度が 8 Gbpsであ
ること、または接続されたスイッチが 8 Gbpsの速度をサポートしていることを確認しま
す。

CiscoUCS6500ファブリックインターコネクト上のFCポート（拡
張性ポート）スピードを移行後に構成することができます。

（注）

•異なる IOMモデルに移行すると、プライマリファブリックインターコネクトとセカンダ
リファブリックインターコネクトの IOM間でピア通信の問題が発生する可能性がありま
す。

• FEXとファブリックインターコネクト間のケーブル接続の詳細な記録を作成します。す
でに設定されているサーバのピン接続を保持し、ダウンタイムを最小限に抑えるには、物

理ポートマッピングを維持する必要があります。

•クラスタ設定の場合、両方のファブリックインターコネクトに、ファブリックインター
コネクトと FEX間の対称接続トポロジが必要です。

•同じファブリックインターコネクトに接続されているすべてのアダプタポートで同じ速
度ケーブルを使用します。Cisco UCS VICアダプタポートを 10Gケーブルと 25Gケーブ

Cisco UCS 6500シリーズファブリックインターコネクトへの移行
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ルが混在する状態でCiscoUCS6536ファブリックインターコネクトに接続した場合、UCS
ラックマウントサーバディスカバリが失敗して、ポートが中断状態になる可能性があり

ます。

• CiscoUCS6536ファブリックインターコネクトは、Cシリーズラックサーバーの25/40/100G
直接接続のみをサポートし、10G直接接続は Cシリーズラックサーバーではサポートさ
れていません。Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトは、2348-UPQ FEXでのみ
10Gサーバー接続をサポートします。

• A WWN pool can include only WWNNs or WWPNs in the ranges from 20:00:00:00:00:00:00:00 to
20:FF:00:FF:FF:FF:FF:FF or from 50:00:00:00:00:00:00:00 to 5F:FF:00:FF:FF:FF:FF:FF.その他
のWWN範囲はすべて予約されています。ファイバチャネルトラフィックがUCSインフ
ラストラクチャを介して送信されると、送信元WWPNはMACアドレスに変換されます。
送信元マルチキャストMACアドレスに変換可能なWWPNプールを使用することはでき
ません。SANファブリックでCiscoUCSWWNNとWWPNを確実に一意にするには、プー
ルのすべてのブロックに 20:00:00:25:B5:XX:XX:XXという形のWWNプレフィックスを使
用することをお勧めします。

• Cisco UCS 6296UPから Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトに移行する場合、
Cisco UCS 6296UPの拡張モジュールに接続されているポートは、Cisco UCS 6536ファブ
リックインターコネクトに移行した後に再構成する必要があります。

•移行する従属 Cisco UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトのファイバチャネ
ルポートを構成解除し、CiscoUCS6536ファブリックインターコネクトで再構成します。

•推奨事項

移行を成功させるためのベストプラクティスは次のとおりです。

•移行中の中断を最小限に抑えるために、移行前に、両方の 6200シリーズファブリッ
クインターコネクトで、UCSドメイン内のサーバーからのイーサネットおよびFCト
ラフィックに冗長性があることを確認してください。

•サーバやアップリンク接続の数などのトポロジの変更は、ファブリックインターコネ
クトの移行の完了後に行う必要があります。

•ファブリックインターコネクトの移行中に、クラスタ IDが変更されていないことを
確認してください。

•移行中は、ファブリックインターコネクト間のイメージの同期が許可されません。こ
れは、互換性のないイメージが同期されるのを避けるためです。移行が完了したら、

再度 Bシリーズ、Cシリーズおよび Sシリーズサーバーソフトウェアバンドルをダ
ウンロードすることが必要です。

•移行中に、Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトの予約済み VLAN範囲で
ある 3915～ 4042の範囲に VLANが作成されないようにしてください。

• Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトは、シャーシディスカバリでポート
チャネルモードのみをサポートします。したがって、Cisco UCS 6200シリーズファ
ブリックインターコネクトのシャーシ/FEXディスカバリポリシーをポートチャネル
に変更し、Cisco UCS 5108シャーシをすぐに再確認します。

Cisco UCS 6500シリーズファブリックインターコネクトへの移行
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シャーシがすぐに再確認されないと、移行が失敗する可能性があ

ります。

（注）

アップグレード前の Cisco UCS 6536の機能構成の検証

Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトは、Cisco UCS 6200ファブリックインターコ
ネクトで許可されていた一部のソフトウェア機能をサポートしていません。これらの機能の一

部は、今後のソフトウェアリリースで利用可能になります。

表 8 :アップグレード前に特別な注意が必要な機能

修復機能

Cisco UCS 6536ファブリックインターコネク
トのライセンスは、前世代のファブリックイ

ンターコネクトのようなポートベースのライ

センスではありません。

すべてのポートは Cisco UCS 6536ファブリッ
クインターコネクトの周辺ライセンスを通じ

て有効になり、ライセンスのインストールは

必要ありません。

ライセンス管理

I/Oモジュール（IOM）へのポートチャネルを
選択します。

シャーシおよびファブリックエクステンダの

I/Oポートチャネル

LANのサービス品質（QoS）システムクラス
でマルチキャスト最適化が有効になっていな

いことを確認します。

マルチキャストの最適化

イーサネット転送モードが End Host Mode
Onlyに設定されていることを確認します。

イーサネットのファブリック転送モード

ファイバチャネル転送モードがホストモード

のみを終了または、FCスイッチングモード
に設定されていることを確認します。

ファイバチャネルのファブリック転送モード

NetFlowの構成を解除します。Cisco NetFlow

MACセキュリティの [許可]を選択します。MACセキュリティ

ポートプロファイルとCiscoUCSManagerESXi
または SCVMM関連の構成を削除します。

VM-FEX

vNICプロファイルのダイナミック vNIC接続
ポリシーを [未設定]にセットします。

ダイナミック vNIC接続ポリシー

Cisco UCS 6500シリーズファブリックインターコネクトへの移行
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修復機能

受信（RX）方向のみを使用します。インス
トーラは SPANを RX方向に変更し、この設
定が変更されていることを示すアラートを送

信します。

Cisco Switched Port Analyzer（SPAN;スイッチ
ドポートアナライザ）

これらの修正手順に従わないと、移行プロセス中に移行警告アラートが表示され、ファブリッ

クインターコネクトが同期できなくなります。

UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトからUCS 6536シリー
ズファブリックインターコネクトへの移行

CiscoUCS6200シリーズファブリックインターコネクトには、 includeCiscoUCS6248UP48-Port
Fabric Interconnect and Cisco UCS 6296UP 96-Port Fabric Interconnect. Cisco UCS 6200シリーズファ
ブリックインターコネクトから Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトへ移行できま
す。Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトに移行した後は、UCS 6200シリーズファ
ブリックインターコネクトに戻さないことをお勧めします。

Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトは、シャーシディスカバリでポートチャネル
モードのみをサポートします。シャーシまたは FEXディスカバリポリシーをポートチャネル
に変更する場合は、移行を進める前にシャーシを再確認する必要があります。

Cisco UCS Managerでシャーシを確認するには、次の手順を実行します。

1. Cisco UCS Managerのナビゲーショペインで [機器（Equipment）]をクリックします。

2. [機器]ノードをクリックします。

3. [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

4. [Global Policies]サブタブをクリックします。

5. [Chassis/FEX Discovery Policy]エリアで、[グループ化基本設定のリンク（Link Grouping
Preference）]フィールドを [ポートチャネル（Port Channel）]に設定します。

6. [機器（Equipment）]> [シャーシ（Chassis）]を展開し、確認するシャーシを選択します。

7. [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

8. [Actions]領域の [Acknowledge Chassis]をクリックします。

Cisco UCS Managerの特定の構成手順を実行する方法の詳細については、に該当する『Cisco
UCS Manager構成ガイド』を参照してください。

（注）
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ステップ 1 このトラフィックをプライマリファブリックインターコネクトに移動します。これは、ファブリックの

退避とアップリンクの無効化の 2つの方法で実行できます。次のフローチャートを使用して、CiscoUCS
ドメインサーバーと接続に基づいて 2つのいずれかを選択します。

直接接続されたラックサーバーの場合、アップリンクの無効化のみがサポートされます。（注）

ステップ 2 すべてのトラフィックがプライマリファブリックインターコネクト上をフェールオーバーしていること

を確認します。従属ファブリックインターコネクト上のすべてのサーバーまたは、ファイバチャンネル

ポートの構成を解除します。

詳細については、『Cisco UCSManager FirmwareManagement Guide』の「ガイドラインと前提
条件」の章にある「ファブリックインターコネクトトラフィックの退避」セクションを参照

してください。

（注）

ステップ 3 古い従属ファブリックインターコネクトの電源を切り、電源ケーブルと L1/L2ケーブルを外します。

サーバーホストへの KVMセッションを使用して移行をモニタしている場合は、セカンダリファブリッ
クインターコネクトを電源オフにしたときに KVMセッションの再接続が必要になることがあります。

ステップ 4 交換用の Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトを同じラックまたは隣接するラックにマウント
します。

ベストプラクティスとして、ケーブルにラベルを付ける必要があります。（注）

ステップ 5 ポートマッピング計画に従って、L1/L2ケーブルとサーバーポートを接続します。

ステップ 6 新しいファブリックインターコネクトの電源を入れます。正しく接続されている場合、新しい従属ファ

ブリックインターコネクトは、既存のクラスタに追加されていることを検出します。

ステップ 7 新しい従属ファブリックインターコネクトの IPアドレス情報を入力します。

ステップ 8 6500シリーズファブリックインターコネクトのユニファイドポートは、6200シリーズファブリックイ
ンターコネクトのユニファイドポートの順序とは異なります。
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•イーサネットポートからファイバチャネルポートへ変換する場合リブートが必要です。
ファイバチャネルポートは、4つ（ブレークアウトポート）のブロックへ変換されま
す。

• FCアップリンクポートの構成または、FCストレージポートから FCアップリンクポー

トへ変換についての詳しい情報は、Cisco UCSマネージャネットワークマネジメントガ
イドのローカルエリアネットワーク（LAN）ポートとポートチャネル章を参照します。

（注）

ステップ 9 従属 Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトは、プライマリ UCS 6200シリーズファブリック
インターコネクトの構成およびデータベース/状態情報を自動的に同期します。

プライマリファブリックインターコネクトと従属ファブリックインターコネクト間の同期には数分かか

ることがあります。エラーメッセージが表示され、サーバポートが有効になるまでそれが持続する可能

性があります。

ポート構成は、従属ファブリックインターコネクトから新しいファブリックインターコネクトにコピー

されます。

移行中に別の IOMまたは FEXに交換する場合は、ステップ 11にスキップします。ファブ
リックインターコネクトでサポートされる IOMまたは FEXの互換性マトリックスの詳細に
ついては、Cisco UCSファブリックインターコネクトのポートを参照してください。

（注）

ステップ 10 手順 2で構成解除されたサーバーポートとファイバチャンネルポートを再構成します。

a) ポートマッピングを変更した場合は、従属ファブリックインターコネクトに接続された IOM、FEX、
または直接接続ラックサーバの再認識が必要になる場合があります。

b) イーサネットポートを確認し、必要に応じてサーバーポートとして再構成できます。
c) 手順 12にスキップして、データパスを確認します。

ステップ 11 新しい IOMまたはFEXを取り外して交換し、サーバーポートを再構成するために次の手順を行います：

a) 従属ファブリックインターコネクトに接続されている既存の IOM（UCS-IOM-2204/UCS-IOM-2208）
を取り外し、Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトのサポートされている IOMと交換しま
す。

b) ケーブルコネクションに必要な変更が必要かを検証します。

詳細については、Cisco UCS 6500シリーズファブリックインターコネクトハードウェア
互換性マトリックス（1ページ）を参照してください。

.

（注）

c) 同じポートマッピングを維持するように新しい IOMを再設定します。ポートマッピングが保持され
ていない場合は、それに応じてサーバーポートを設定します。

d) 下位のファブリックインターコネクトに接続されている IOMを再認識します。

ステップ 12 データパスの準備ができていることを確認します。

詳細については、『Cisco UCSManager FirmwareManagement Guide』の「ガイドラインと前提条件」の章
にある「ダイナミック vNICが稼働中であることの確認」セクションを参照してください。

次の手順に進む前に、すべてのエラーを必ず解決してください。
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a) 関連付けられたサービスプロファイルでファイバチャネルポートの SANピングループを確認し、
必要に応じて再構成します。

b) 関連付けられたサービスプロファイルでイーサネットポートのローカルエリアネットワーク（LAN）
個人識別番号グループを確認し、必要に応じて再設定します。

c) アップリンクイーサネットポートのポートチャネルを確認し、必要に応じて再設定します。

ステップ 13 トラフィックを新しい従属ファブリックインターコネクトに戻します。ファブリック退避方式を使用し

た場合は、ファブリック退避の選択を解除します。アップリンク（イーサネットおよびファイバチャネ

ル）を無効にした場合は、アップリンクを再度有効にします。新しい従属ファブリックインターコネク

トでトラフィックが正しく流れていることを確認します。

ステップ 14 トラフィックが従属ファブリックインターコネクト上でフローしていることを確認した後で、次のコマ

ンドを使用して従属ファブリックインターコネクトをプライマリに昇格させます：

• UCS-A #connect local-mgmt：このコマンドは、クラスタのローカル管理者インターフェイスに接続
します。

• UCS-A (local-mgmt) #cluster{lead {a|b}} or UCS-A (local-mgmt) #cluster{force primary{a|b}}：クラスタ
リードコマンドとクラスタフォースプライマリコマンドは、ファブリックインターコネクトの促

進に使用できる二つ別々のコマンドです。

プライマリファブリックインターコネクトが Cisco UCS 6536ファブリックインターコネク
トであることを確認します。

（注）

ステップ 15 2番目の新しいファブリックインターコネクトを最初のファブリックインターコネクトと同じようにケー
ブル接続し、他のファブリックインターコネクトの交換の手順を繰り返して、移行を完了します。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


